
横山こどもセンターだより

◎横山こどもセンター
「心温かく優しい心がより育つ子」を目ざして

左の図は 「家庭の思い・願い」「センター」「地域・学校」
の輪の中で、子どもたちは、人とのかかわりを繰り返しながら
経験・体験を積み重ねています。矢印がどんどん太くなってい
きます。その中には、楽しいことはもちろん、つらいことや悲
しい思いをすることも含んでいます。若芽が自然の風雪に耐え、
大木に成長していく過程と、例えて良いかと思います。
「集う」とは「目的を持って集う体験・経験をすること」。
子どもたちは、それぞれに“集う体験・経験”を日々重ね高め
ています。この“体験・経験の中身”によっては、好ましくな
いことも含まれると思います。それも大人になるステップアッ
プとして捉えています。
そのため私たちは『見守る>声をかける>褒める≧叱る』を

使い分けて応対し、「昨日より今日。今日より明日。」を意識し
て、「心温かく優しい心がより育つ子」目ざしています。
今年度も児童クラブ保護者様並びにセンターご利用の皆様から
のご支援・ご協力を引き続きよろしくお願いいたします。

◎第５４回横山小学校 卒業式より
「ナイス アシスト！！」

卒業生が壇上前に立ち、在校生・保
護者の皆様に向かっての「呼びかけ」
での出来事。心温まる言葉かけの中で、
一瞬途切れそうな場面がありました。
時折、センターに遊びに来る背が高

い子。その子が正面を向いたまま隣の
令和８年度 職員紹介 令和８年度 職員異動のお知らせ 子に小声でアシスト！

館長 着任 呼びかけが滞りなく
○一瀬 純 〇冨田 櫻子 (上溝南こどもセンター） つながりました。

児童指導支援員 〇髙橋奈美子 (新任） 思わず「ナイス！」
○阿部紀世子 ○川戸あゆみ さすが(^^)
○土屋 成子 ○濱砂 裕子 転任 心温まる卒業式の
○山口千佳子 ○冨田 櫻子 〇渡瀬 悦子 (富士見こどもセンター) 一コマでした。

〇佐々木真由美 （共和児童クラブ）

児童育成支援補助員 〇崔 善姫 （清新こどもセンター）

○成原 美佳 ○古川 公江
○神林 典子 ○福島 武夫
○小山恵理子 ○中村 行子 桃・桜の季節へ
○井上 賢三 ○古川 公江
○小須田仁子 ○髙橋奈美子
○室屋美奈子

てるて子どもの城
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